
新たな移動手段導入の検討をすすめています

市では、狭い道路が多く、大型バスなどが入れない地域を、「より便利に、より楽に移動しやす

く、より暮らしやすく」する新しい移動手段導入の検討をすすめています。

今号では、昨年（令和６年８月）に実施した「お出かけに関するアンケート調査」の結果概要と、

検討の状況をご報告します。

アンケート調査結果

対象地域（向台町一丁目、南町二丁目、柳沢

二丁目～五丁目）にお住まいの方から無作為

に抽出した2,000人の方にアンケート調査を

お願いし、792票のご回答をいただきました。

ご協力ありがとうございました。

アンケート調査では、お出かけの行先や目的、頻

度、移動手段、行先までの所要時間やお出かけ

の時間帯などについて、もっとも多い行先と２番

目に多い行き先に分けてお聞きしました。

対象地域の図

配布数（票） 有効数（票）
有効票

回収率（％）

郵送等 533 26.7%

WEB 259 13.0%

計 2,000 792 39.6%

2,000

裏面につづく
※回収率は、小数点第２位を四捨五入しています。



自宅からのお出かけ先について、もっとも多い行先と２番目に多い行先の合計をみると、市内では

「田無駅（周辺含む）」を選択された方がもっとも多く、次いで「西武柳沢駅（周辺含む）」という結果

になりました。

また、市内の行先として最も多く選択された田無駅までの所要時間は、10分から14分が最も多く、

次いで15分から19分となりました。

このほか、詳細な結果は市のホームページに掲載しています。

市内の公共交通について議論する「地域公共交通会議」や、

市の様々な部署で構成する「庁内検討委員会」において、お

出かけに関するアンケート調査の結果や令和元年度に実施し

た実証実験の結果と地域の方のご意見をもとに、より便利に

移動しやすくなる移動手段について検討してきました。

そうした検討と地域の交通環境を踏まえ、利用しやすい移動

手段はどのようなものかを検証する「実証運行」を令和７年

度に実施する方向で準備を進めています。

実証運行の検討状況

にしとうきょう交通通信のバック

ナンバーやアンケート調査の詳細

は市のHPに掲載しています。

地域公共交通会議

会議録はこちらから

総回答数=1,584 総回答数=477


